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１．はじめに 

 近年，デジタル化されたコンテンツを加工す

ることによる新しい表現手法[1]が注目されてい

る．特に，複数画像の合成や，白黒画像を彩色

して利用する画像加工技術がアミューズメント

分野などで幅広く利用[2,3]されている．しかし，

画像の合成や色彩の復元などの加工は，画像編

集ソフトの利用や画像処理に関する知識[4,5]が必

要となり，手間や時間がかかる．そこで，本研

究では，スマートフォンを利用し，専門知識が

なくても容易に画像の合成と彩色ができるシス

テムを開発する．具体的には，画像内の領域を

ユーザが選択することで，選択領域のみの部分

画像を生成する部分画像生成機能，生成した部

分画像と合成対象となる画像を重ね合わせる画

像合成機能，合成された画像を彩色する画像彩

色機能を開発する．なお，開発には，手軽に素

早くゲーム感覚で利用できる Windows Phone を

用いる． 

２．研究の概要 

 本研究では，Windows Phone を利用し，専門知

識がなくても容易に画像の合成や彩色ができる

システムを開発する．本システムの概要を図 1に

示す．本システムは，1）部分画像生成機能，2）

画像合成機能，3）画像彩色機能により構成され

る．また，本システムの入力データは 2枚の画像

とし，そして，彩色された合成画像を出力する． 

２．１ 部分画像生成機能 

 本機能では，まず，本システムを利用する

ユーザが画像内の領域を手動で選択することで

画像合成する領域を作成する．そして，作成さ

れた領域内における色情報のみを保持し，その

他の領域の色情報を削除する．その結果，ユー

ザが選択した領域のみの色情報を保持した部分

画像を生成する ．  

２．２ 画像合成機能 

 本機能では，図 2に示すように色情報を保持し

た部分画像を対象画像にオーバーレイして合成

画像を生成する． 

２．３ 画像彩色機能 

 本機能では，まず，ユーザが RGB の 3 色から

第 1 優先色と第 2優先色とを指定する．そして，

ユーザが指定した色の優先度に基づくカラー

チャートを自動生成する．カラーチャートの作

成には，まず，部分画像の領域を全てグレース

ケールに変換する．次に，各画素のグレース

ケール値から式(1)を用いて，カラーチャートを

作成する．ここで，Grayscale はグレースケール

値，xは第 1優先色，yは第 2 優先色，zはユーザ

が選択しなかった色を示す．式(1)から作成した

カラーチャートを使って，彩色を行った合成画

像を作成する．また，彩色された合成画像を再

度入力データとし，繰り返し合成を行うことで，

様々な合成画像を作成することも可能である． 

図 1 本システムの概要 
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図 2 画像合成機能 
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３．実証実験と考察 

 実証実験では，本研究の有用性を示すために，

2つの実験を行った． 

３．１ 実証実験 

 まず，容易に画像の合成や彩色が可能か評価

するために，アンケート調査を実施した．アン

ケート調査では，大学生 15 人より，以下の項目

について 1～3点の 3段階で評価した． 

A) 容易に合成処理ができたか 

B) 容易に彩色処理ができたか 

C) 期待した画像ができたか 

そして，アンケート調査の結果を集計し，本シ

ステムの有用性を評価した．  

次に，本システムを繰り返し利用することに

より，複雑な合成彩色画像を生成するための応

用実験を行った． 

３．２ 結果と考察 

 アンケート調査結果を表 1に示す．表 1から，

項目 A について平均 2.80，項目 B について平均

2.87 の評価結果が得られた．このことから，容易

に画像の合成と彩色ができることがわかった．

しかし，項目 C については平均 2.27 という結果

が得られた．これは，タッチパネルでの操作は

手軽に操作できる反面，精微な操作を行うこと

が難しく，意図した結果を得られなかったこと

が原因だと考えられる． 

また，応用実験により作成した画像を図 3 に示

す．これは，オブジェクトのみを合成範囲とし

て選択し，彩色することを 3回繰り返すことで作

成した合成彩色画像である．本画像から，本シ

ステムを繰り返し合成することにより，複雑な

合成彩色画像を作成できることがわかった．  

４．おわりに 

 本研究では，Windows Phone を利用し，専門知

識がなくても容易に画像の合成と彩色ができる

システムを開発した．そして，実証実験の結果

から，本システムの有用性を示した．しかし，

より精微な合成彩色画像を作成するためには， 

 

色域を自動指定する機能など，ユーザインター

フェースをより工夫する必要がある．また，

ユーザが指定できる色を 6色に限定しているが，

全ての色に対応できることが望ましい．そのた

め，今後は，より直感的で精微な操作を可能と

するユーザインターフェースの改良や，カラ―

チャートの作成アルゴリズムを改良することに

より，ユーザが自由に色を選択できる仕組みを

取り組む予定である． 
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項目 

 

A B C  

 平均評価点 2.80 2.87 2.27  

図 3 本システムの動作検証 
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表 1 アンケート調査結果 
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